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抄録　回復期リハビリテーション病棟（回復期リハ病棟）において、多職種協働の
患者ケアは重要である。近年、効率の良いリハビリテーション（リハ）を実践する
ために、リハ薬剤という新しい言葉も生まれており、チーム医療に対する薬剤師介
入の意義は重要度を増している。リハ薬剤の概念はリハの効果を最大限に発揮する
ための薬物治療であり、国際生活機能分類（ICF）に基づく全人的評価による介入を
原則としている。今回、回復期リハ病棟において病棟薬剤師とセラピスト間の連携
強化を目的に専用の連携ツール（リハ薬剤手帳と質問・相談用紙）を作成し、処方
の適正化に取り組んだ。その結果、セラピストとの連携強化は薬剤師の処方介入に
有効であり、処方の適正化にも効果的であることが示唆された。また、アンケート
調査の結果、リハ薬剤手帳はリハビリ業務の向上に活用されていることが示唆され
た。
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